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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 38,208 21.1 3,299 166.8 3,835 174.8 2,632 321.9

2021年３月期第２四半期 31,558 △23.3 1,236 △77.7 1,395 △73.6 623 △82.7

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 3,378百万円（648.9％） 2021年３月期第２四半期 451百万円（△81.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 58.01 －

2021年３月期第２四半期 13.77 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 86,931 53,173 61.0

2021年３月期 91,376 52,916 57.8

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 53,069百万円 2021年３月期 52,802百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 15.00 － 55.00 70.00

2022年３月期 － 20.00

2022年３月期（予想） － 50.00 70.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 100,000 10.5 14,000 △5.7 15,200 △4.9 10,300 △4.0 227.07

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 47,448,172株 2021年３月期 47,448,172株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 2,068,800株 2021年３月期 2,091,698株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 45,377,536株 2021年３月期２Ｑ 45,323,807株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）　　　　　　　　　　　　、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関

する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳しい

状況が続きました。現在においても、同感染症に伴う影響の長期化が懸念される一方、ワクチン接種が進むことで

経済活動の活発化も期待されています。

このような状況の中、当社におきましては、７月下旬からの新型コロナウイルス感染症の再拡大の影響に加え

て、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会が無観客での開催となったことや全国的な天候不順が来店客

数に影響を与え、都心を中心に売上高は期初見通しを下回る推移にとどまりました。

一方、EC売上は、昨年６月のECサイトのリニューアル以降、直営店とECサービスの連携を強化し、直営店、卸店

舗に次ぐ、第３の販売チャネルとして成長しております。また、睡眠のリズムや生活のリズムに変化が生じたこと

から、心身のバランスを保つための「セルフケア関連商材」への注目が高まる等、コロナ収束後の新しいライフス

タイルに適応した商品展開も着実に進めております。

以上の結果、売上高は、都心を中心に直営店が見通しを下回ったものの、スポーツ量販店等の卸店舗、EC売上が

カバーし、１つの販売チャネルに偏らないバランスの取れた販売体制を維持したことから、前年同期比では、

21.1％増となる38,208百万円となりました。

営業利益は、アウトレットを含む郊外型店舗での売上増加に伴う販売構成の変化によって、粗利益率は前年同期

比0.1ポイント低下の51.0％となったものの、増収効果から前年同期比166.8％増となる3,299百万円となりまし

た。なお、期初見通しで広告宣伝費として予定していた販促イベントの一部が行われなかったこと等により、販売

費及び一般管理費が前年同期比1,332百万円の増加にとどまったことも、増益要因となりました。

経常利益は、単体事業での営業増益に加え、韓国における持分法適用関連会社であるYOUNGONE OUTDOOR 

Corporationの業績が堅調に推移したこと等により、前年同期比174.8％増となる3,835百万円となりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高38,208百万円（前年同期比21.1％増）、営業利益

3,299百万円（前年同期比166.8％増）、経常利益3,835百万円（前年同期比174.8％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益2,632百万円（前年同期比321.9％増）となりました。

なお、当社では2021年５月に、「事業におけるサステナビリティ」と「環境におけるサステナビリティ」の２つ

の課題解決を目指した長期ビジョン「PLAY EARTH 2030」を策定しました。今回その取り組みの一環として、10月

１日に、財務・非財務情報を統合的に報告する「ゴールドウイン統合報告書 2021」を発行し当社ウェブサイトに

て公開しております。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は86,931百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,444百万円減

少しました。これは主に、受取手形、売掛金及び契約資産の増加2,625百万円および商品及び製品の増加1,729百万

円等があったものの、現金及び預金の減少8,163百万円および電子記録債権の減少1,279百万円等があったためであ

ります。

負債合計は、33,758百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,701百万円減少しました。これは主に、支払手形

及び買掛金の増加3,144百万円があったものの、未払法人税等の減少3,046百万円、電子記録債務の減少2,153百万

円等があったためであります。

純資産合計は、53,173百万円となり、前連結会計年度末に比べ257百万円増加しました。これは主に、為替換算

調整勘定の増加653百万円等があったためであります。その結果、自己資本比率は61.0％となっております。

（キャッシュ・フローの状況に関する分析）

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は12,067百万円となり、前連結会計年度末より8,219

百万円減少いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用したキャッシュ・フローは3,689百万円（前年同期比10,018百万円の支出減）となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純利益3,848百万円があったものの、法人税等の支払額4,206百万円、棚卸資

産の増加2,082百万円および売上債権の増加1,344百万円等があったためであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用したキャッシュ・フローは370百万円（前年同期比2,443百万円の支出減）となりました。こ

れは主に、固定資産取得による支出528百万円等があったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用したキャッシュ・フローは4,246百万円（前年同期は11,249百万円の獲得）となりました。

これは主に、配当金の支払額2,581百万円等があったためであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期通期の業績予想につきましては、５月14日に発表した通期決算見通しに変更はありません。

引き続き、直営店に加え、スポーツ量販店等の卸販売とともに、第３の販売チャネルとして成長したEC売上のさ

らなる伸長を目指してまいります。

ただし、新型コロナウイルス感染拡大がさらに深刻化した場合、当社の業績に影響を与える可能性があります

が、現時点で今後の動向を見通すことは困難であるため、業績予想においてはこれによる影響を見込んでおりませ

ん。今後の業績推移等によって業績予想の見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示いたします。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,536 13,372

受取手形及び売掛金 9,281 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 11,906

電子記録債権 3,175 1,896

商品及び製品 14,435 16,165

仕掛品 199 543

原材料及び貯蔵品 518 533

その他 2,032 1,471

貸倒引当金 △10 △14

流動資産合計 51,168 45,875

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,681 1,722

土地 4,691 4,691

その他（純額） 1,860 1,896

有形固定資産合計 8,233 8,310

無形固定資産

商標権 1,792 1,640

その他 1,120 1,175

無形固定資産合計 2,912 2,815

投資その他の資産

投資有価証券 21,608 22,462

差入保証金 2,696 2,697

その他 5,021 5,068

貸倒引当金 △265 △297

投資その他の資産合計 29,061 29,930

固定資産合計 40,207 41,056

資産合計 91,376 86,931

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,544 6,688

電子記録債務 10,131 7,977

短期借入金 3,600 3,428

１年内返済予定の長期借入金 2,520 2,230

未払法人税等 3,910 863

賞与引当金 1,668 1,078

返品調整引当金 51 －

その他 6,859 5,679

流動負債合計 32,285 27,945

固定負債

長期借入金 3,626 3,298

退職給付に係る負債 232 219

株式給付引当金 807 843

その他 1,508 1,451

固定負債合計 6,173 5,812

負債合計 38,459 33,758

純資産の部

株主資本

資本金 7,079 7,079

資本剰余金 264 276

利益剰余金 50,604 50,576

自己株式 △4,138 △4,569

株主資本合計 53,810 53,363

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 490 335

繰延ヘッジ損益 27 52

為替換算調整勘定 △457 195

退職給付に係る調整累計額 △1,068 △877

その他の包括利益累計額合計 △1,007 △294

非支配株主持分 114 104

純資産合計 52,916 53,173

負債純資産合計 91,376 86,931
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高 31,558 38,208

売上原価 15,429 18,708

売上総利益 16,129 19,500

返品調整引当金繰入額 24 －

差引売上総利益 16,105 19,500

販売費及び一般管理費 14,868 16,200

営業利益 1,236 3,299

営業外収益

受取利息 4 4

受取配当金 37 36

持分法による投資利益 197 540

その他 43 60

営業外収益合計 282 641

営業外費用

支払利息 57 46

手形売却損 9 11

保険解約損 18 17

その他 38 29

営業外費用合計 123 105

経常利益 1,395 3,835

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 － 14

特別利益合計 0 15

特別損失

固定資産処分損 0 0

投資有価証券評価損 267 －

店舗閉鎖損失 19 1

その他 3 0

特別損失合計 290 2

税金等調整前四半期純利益 1,105 3,848

法人税、住民税及び事業税 365 1,174

法人税等調整額 84 8

法人税等合計 450 1,183

四半期純利益 655 2,665

非支配株主に帰属する四半期純利益 31 32

親会社株主に帰属する四半期純利益 623 2,632

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益 655 2,665

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 444 △155

繰延ヘッジ損益 △8 △10

為替換算調整勘定 △23 191

退職給付に係る調整額 100 189

持分法適用会社に対する持分相当額 △717 499

その他の包括利益合計 △204 713

四半期包括利益 451 3,378

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 419 3,345

非支配株主に係る四半期包括利益 31 32

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,105 3,848

減価償却費 822 788

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △211 △244

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △13 △2

減損損失 3 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5 36

受取利息及び受取配当金 △41 △40

支払利息 57 46

持分法による投資損益（△は益） △197 △540

固定資産処分損益（△は益） △0 0

売上債権の増減額（△は増加） △533 △1,344

棚卸資産の増減額（△は増加） △5,085 △2,082

仕入債務の増減額（△は減少） △3,973 986

未収入金の増減額（△は増加） △255 732

未払金の増減額（△は減少） △799 △280

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,285 △1,416

前払費用の増減額（△は増加） △176 △98

その他 150 130

小計 △10,428 520

利息及び配当金の受取額 41 40

利息の支払額 △68 △44

法人税等の支払額 △3,253 △4,206

営業活動によるキャッシュ・フロー △13,708 △3,689

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △159 △152

定期預金の払戻による収入 178 157

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,765 △528

投資有価証券の取得による支出 △24 －

投資有価証券の売却による収入 － 34

差入保証金の差入による支出 △88 △93

差入保証金の回収による収入 10 10

その他 35 200

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,814 △370

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 11,378 △172

長期借入れによる収入 4,600 643

長期借入金の返済による支出 △1,219 △1,260

リース債務の返済による支出 △390 △294

自己株式の取得による支出 △1,008 △642

配当金の支払額 △2,111 △2,581

その他 1 61

財務活動によるキャッシュ・フロー 11,249 △4,246

現金及び現金同等物に係る換算差額 △19 86

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,292 △8,219

現金及び現金同等物の期首残高 16,391 20,287

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,099 12,067

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、重大な戻入れが発生しない可能性が非常に高い範囲で収益を認識するとともに、従来は売上原

価、販売費及び一般管理費として計上していた費用の一部について、第１四半期連結会計期間より顧客に支払わ

れる対価として売上高から減額しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高が425百万円減少、売上原価が97百万円減少、販売費及び一般

管理費が195百万円減少、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が133百万円減少しております。ま

た、利益剰余金の当期首残高は79百万円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に

係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、本会計基準の適用が四半期連

結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症の当社グループ事業への影響に関しては、感染拡大が年内に収束した場合でも、イン

バウンド需要の低迷や外出自粛による消費マインドの低下に起因する消費需要の落ち込みが回復するには相応の期

間を要するものと予測されます。

なお、当該見積りに用いた仮定は、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した内容から重要な変更はありませ

ん。

（セグメント情報）

前第２四半期連結累計期間（自2020年４月１日  至2020年９月30日）および当第２四半期連結累計期間

（自2021年４月１日  至2021年９月30日）

当社グループは、スポーツ用品関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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